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 要  旨 
ネットワークをモデル化するとき,ノードを頂点,直接情報伝達できるノード間を辺で結べばグラフで表現することができる.任
意の 2 頂点を結ぶ path が存在するとき,そのグラフを連結であるという.連結グラフG から,ある頂点集合を除去したときグラ
フが非連結となるならば,その頂点集合を点カットとよぶ.要素数最小の点カットの頂点数を,そのグラフの点連結度とよ




連結グラフG の 2 頂点 yx, を結ぶ最短路の辺数を yx, 間の距離とよび, ),( yxd と書く. ),( yxd の最大値をG の直径
とよび, )(GD と書く.ネットワークに対応させれば,距離は 2 ノード間の情報伝達に要する時間を表す基本的なパラメータで
ある. 
グラフの path の集合について,集合内のどの 2 本の path も,その端点以外に頂点を共有しないとき,互いに内素であるという.
同様に, pathの集合について,集合内のどの 2本の pathも辺を共有しないとき,互いに辺素であるという.2頂点 yx, 間の k 本
の内素な path の集合を,幅 k の ),( yx -vertex Menger path system とよぶ.また, λ 本の辺素な path の集合を,幅λ の
),( yx -edge Menger path systemとよぶ. 
Menger path system M に対し, M に含まれる pathの長さの最大値をM の長さと定義する.このとき,連結グラフG の 2
頂点 yx, について, ),( yxPvm を幅mの ),( yx -vertex Menger path systemの集合, ),( yxP
e
m を幅mの ),( yx -edge 
Menger path systemの集合とする. ),( yxPvm に含まれる vertex Menger path systemの長さの最小値を, m -vertex wide 
distanceとよび, ),( yxd vm と書く.同様に, ),( yxP
e
m に含まれる edge Menger path systemの長さの最小値を, m -edge 
wide distanceとよび, ),( yxd em と書く. ),( yxd
v
m の最大値を, G のm -vertex wide diameterとよび, )(GD
v
m と書く.
また, ),( yxd em の最大値を, G のm -edge wide diameter とよび, )(GD
e
m と書く. k -点連結, λ -辺連結グラフから
k -1,λ -1 以下の頂点および辺を除去してもグラフは連結であるが,距離や直径は除去前と比べて変化する.wide distance は,グ
ラフの頂点や辺の除去に対する距離構造の変化の程度を表すパラメータである.ノードの故障や線路の破損に対して,情報伝達の
遅延への影響の少ない理想的なネットワークを構築する場合, wide diameterは小さい方が良い. 
この wide diameterについて,通常の直径d をパラメータとして評価しようと試みたのが本研究である.vertex wide diameter
については, d の関数で抑えられない. k -edge wide diameterについては, kd のオーダーで抑えられることが知られている.
そこで,直径の多項式の係数を絞り込むことにし, 2-edge wide diameter に関して dd ,2 の係数を求めた.また 2-edge wide 
diameterに関して,上界を表す極大グラフを得た. 
